
平
安
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
菊
池
を
拠
点
に
活
躍
し
た「
菊

池
一
族
」。
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に
残
さ
れ
、現
在
に
伝
わ
る
一
族
の
歴
史
的

根
拠
を
探
る
べ
く
、市
で
は
現
在
、発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的

な
ま
ち
な
み
が
残
る
菊
池
市
。
調
査
の
最
前
線
と
そ
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

生
涯
学
習
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

リ
ポ
ー
ト
◆

菊
池
一
族
関
連
遺
跡
群

想
像
以
上
の
発
掘
成
果

目
指
す
は
国
指
定
史
跡

　

南
北
朝
時
代
、
一
貫
し
て
南
朝
に
忠
誠

を
尽
く
し
、
九
州
を
征
し
た
菊
池
一
族
。

遺
跡
の
多
く
は
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
面
の

下
に
あ
り
調
査
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
深

川
地
区
に
あ
る
菊
之
城
跡
も
初
代
則の

り

隆た
か

が

館
を
構
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

態
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
市
で
も
菊
之
城
跡
の
調
査
の
重
要
性

を
感
じ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
当

時
、
市
生
涯
学
習
課
で
文
化
財
調
査
を
担

当
し
て
い
た
坂さ

か

本も
と

憲の
り

昭あ
き

課
長
補
佐
。
平
成

24
年
1
月
に
地
元
区
長
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
菊
之
城
（
館
）
跡
地
の
試
掘
・
調
査
実

施
の
要
望
も
あ
り
、
3
月
に
確
認
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
す
る
と
建
物
の
柱
跡
や
13

世
紀
代
の
土は

師じ

器き

の
坏つ

き

、
小
皿
な
ど
が
大

量
に
出
土
。「
想
像
以
上
の
成
果
で
し
た

ね
」
と
坂
本
補
佐
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

菊
之
城
跡
の
遺
跡
だ
け
で
は
な
く
、
一
族

の
遺
跡
を
包
括
し
て
広
域
的
な
活
用
に
取

り
組
む
よ
う
県
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
平

成
24
年
10
月
に
は
市
と
し
て
国
指
定
史
跡

を
目
指
す
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

市
史
跡
調
査
検
討
委
員
会
発
足
と

新
た
な
発
掘
成
果

　

測
量
や
文
献
調
査
、
発
掘
調
査
を
進
め
、

平
成
26
年
11
月
に
は
地
元
住
民
説
明
会
を

開
催
。
平
成
27
年
3
月
に
は
文
化
庁
や
県
、

大
学
教
授
、
地
元
住
民
で
構
成
さ
れ
た
菊

池
市
史
跡
調
査
検
討
委
員
会
を
発
足
。
守

山
城
跡
や
赤
星
舟
着
場
推
定
地
、
隈
府
院

馬
場
遺
跡
な
ど
の
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
井
戸
跡
や
出
土
し
た
土
師
器
な

ど
の
確
認
に
と
ど
ま
り
、
大
き
な
成
果
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
令
和
元
年
12
月
に
深
川
地

区
で
菊
池
川
流
域
最
古
の
舟
着
場
跡
と
み

ら
れ
る
石
組
が
出
土
（
菊
之
池
Ｂ
遺
跡
）。

中
国
か
ら
輸
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
陶
磁

器
も
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
菊
之
城
付
近

が
海
外
交
易
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
2
年

度
の
発
掘
調
査
で
は
菊
池
川
の
当
時
の
流

れ
が
現
在
よ
り
も
北
側
を
流
れ
て
い
た
こ

と
も
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
12
月
に
は
菊

之
城
跡
か
ら
一
族
の
館
跡
と
み
ら
れ
る
遺

構
も
検
出
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
基
に
令
和

3
年
3
月
に
第
8
回
菊
池
市
史
跡
調
査
検

討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
宮
阿
蘇
神
社
や
字
名
に
注
目

今
後
の
調
査
へ
期
待

　

令
和
元
年
か
ら
の
発
掘
の
成
果
は
、
一

族
が
菊
之
城
を
拠
点
と
し
て
菊
池
川
の
水

運
を
重
視
し
た
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
た

と
推
定
で
き
る
も
の
で
し
た
。
検
討
委
員

会
で
は
菊
之
城
跡
に
近
い
北
宮
阿
蘇
神

社
と
付
近
の
字
名
に
も
注
目
。「
上
市
場
、

下
市
場
と
い
う
字
か
ら
、
交
易
が
こ
の
近

辺
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
稲い

な

葉ば

継つ
ぐ

陽は
る

熊
本
大
学
教
授
は
話
し

ま
す
。
検
討
委
員
会
委
員
で
深
川
区
長
の

櫨は
ぜ

川か
わ

博ひ
ろ

久ひ
さ

さ
ん
は
「
一
族
ゆ
か
り
の
地
が

ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、
把
握
が
進

む
と
い
い
で
す
ね
」
と
今
後
の
調
査
に
期

待
を
寄
せ
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
菊
之
城
跡
を
中
心
と

し
た
前
期
菊
池
一
族
の
活
動
拠
点
を
ま
ず

は
国
指
定
史
跡
に
す
る
方
針
を
固
め
、
文

化
庁
か
ら
も
了
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
ま
と
め
、
申
請

に
向
け
て
不
足
す
る
調
査
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

発
掘
調
査
の

と
坂
さか

本
もと

憲
のり

昭
あき

課長補佐

西に
し

住ず
み

欣き
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

旭志公民館

平成26年度まで生涯学
習課で文化財調査を担当

生
涯
学
習
課
歴
史
教
育
専
門
員

昭
和
41
年

菊
之
城
跡
を「
菊
池
十
八
外

城
」の
一
つ
と
し
て
市
指
定

史
跡
に
指
定

平
成
24
年
１
月

菊
之
城（
館
）跡
地
の
試
掘・

調
査
実
施
に
つ
い
て
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
る

平
成
27
年
３
月

第
１
回
菊
池
市
史
跡
調
査

検
討
委
員
会
開
催（
以
降
、

毎
年
開
催
）

令
和
元
年
12
月

深
川
地
区
で
菊
池
川
流
域

最
古
の
舟
着
き
場
跡
と
み

ら
れ
る
石
組
が
出
土（
菊
之

池
Ｂ
遺
跡
）

令
和
２
年
２
月

菊
之
池
Ｂ
遺
跡
の
現
地
説

明
会
開
催

令
和
３
年
３
月

第
８
回
菊
池
市
史
跡
調
査

検
討
委
員
会
開
催
。「
菊
之

城
跡
を
中
心
と
し
た
前
期

菊
池
一
族
の
活
動
拠
点
」を

ま
ず
は
国
指
定
史
跡
へ
目
指

す
方
針
を
固
め
る

12
月

菊
之
城
跡
で
一
族
の
館
跡
と

み
ら
れ
る
柱
跡
が
出
土

３
月

菊
之
城
跡
確
認
調
査
実
施

10
月

菊
池
一
族
関
連
遺
跡
群
を

国
指
定
史
跡
へ
目
指
す
方
針

を
固
め
る

平
成
26
年
11
月

地
元
住
民
説
明
会
開
催

菊池一族関連遺跡群イメージ図

1_菊之城跡では建物の柱跡とみられる遺構が確認で
き、館跡の裏付けが進む 2_令和２年度に確認した遺
跡の一部。水が溜まる掘り込みの石組 3_菊之城跡の
4号土坑（写真１を参照）から、大小2種類の土師器がま
とまって出土した 4_令和2年2月に行った菊之池B遺
跡の現場説明会では大勢の人が見学に訪れた

　菊池一族は鎌倉時代から室町時代まで
幅広く歴史を追える格好の対象。丁寧に
発掘すれば貴重な文化財は出てきます。
調査には地元の皆さんの協力が不可欠。
一緒に一族の歴史を明らかにしましょう。

近年の菊之城跡とその周辺の発掘調査
成果をパネルで展示解説します。どのよ
うにして菊池を形成してきたのか、発掘
調査から紐解いていきます。

　市の菊池文化研究所では毎年、一族に
関する論文を募集しており、研究の発表
や発見につながる良い取り組みです。こ
ういう研究成果や発掘調査などを住民と
広く共有し、理解を深めてほしいですね。

事実に基づいた
成果を共有

菊池一族の黎
れい

明
めい

期　間
会　場
料　金

４月１日㈭～７月31日㈯
わいふ一番館
一般220円、小中学生110円

文化財から新しい
世界が見える

3 2 1

甲
こう

元
もと

眞
まさ

之
ゆき

名誉教授

稲
いな

葉
ば

継
つぐ

陽
はる

教授

熊本大学（考古学）

熊本大学（日本中世・近世史）

インタビュー

企画展 こ
れ
ま
で
の
経
緯

10代 武
たけ

房
ふさ

が使ったかもしれない器です

4

掘立柱建物跡

4号土坑

5号土坑

今

未
来

歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ

　
「
歴
史
は
人
々
の
営
み
の
積
み
重
ね
。

一
族
の
取
り
組
み
の
上
に
菊
池
の
ま
ち

づ
く
り
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
市
生
涯
学
習
課
の
西に

し

住ず
み

欣き
ん

一い
ち

郎ろ
う

歴
史
教
育
専
門
員
。「
歴
史
的
価
値
を

知
り
、
郷
土
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え

た
ら
。
教
育
現
場
で
も
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
」。

　

検
討
委
員
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ

る
文
化
庁
の
近お

う

江み

俊と
し

秀ひ
で

主
任
文
化
財
調

査
官
も
「
市
民
に
愛
さ
れ
大
切
に
さ
れ

る
よ
う
な
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
進
む
と
い
い
で
す
ね
。
市
民
一
体

と
な
っ
て
史
跡
活
用
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
引
き
続
き
国
指

定
史
跡
に
向
け
た
調
査
を
進
め
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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